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船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年５月１３日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 衝突（養殖施設） 

発生日時 令和７年１月２８日 ００時１４分頃 

発生場所 熊本県天草
あまくさ

市羊
よう

角
かく

湾内 

天草崎
さき

津
つ

港灯台から真方位１４４°９００ｍ付近 

 （概位 北緯３２°１８.０′ 東経１３０°０２.０′） 

事故の概要 貨物船兼砂利運搬船第十五進
しん

栄
えい

丸は、航行中、養殖いけす
．．．

に衝突し

た。 

第十五進栄丸は、船首部船底外板に擦過傷を生じ、また、養殖いけ
．．

す
．
は、鉄枠等の損傷を生じた。 

事故調査の経過 令和７年１月３０日、本事故の調査を担当する主管調査官（長崎事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

貨物船兼砂利運搬船 第十五進栄丸、４９９トン 

 １４０９３９、株式会社進栄海運建設（Ａ社） 

 ６５.０８ｍ（Lr）×１３.２０ｍ×７.３４ｍ、鋼 

 ディーゼル機関、１,４７１kＷ、平成２１年２月２８日 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船（Ａ社提供） 

 乗組員等に関する情報 船長 ６１歳 

五級海技士（航海） 

  免 許 年 月 日  平成４年６月３０日 

  免 状 交 付 年 月 日  令和４年３月２４日 

  免状有効期間満了日  令和９年６月２９日 

 死傷者等 なし 
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 損傷 本船 船首部船底外板に擦過傷 

養殖いけす 鉄枠に曲損、作業用筏
いかだ

に破損等 

 気象・海象 気象：天気 雨、風向 西北西、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 ほぼ低潮時、潮高 約１５cm（崎津湾（羊

角湾）） 

 事故の経過 (1) 本事故発生場所付近（羊角湾内）の地形 

   羊角湾（崎津湾とも呼称される。）は、熊本県天草下
しも

島南西部西

側から内方に複雑に入り込んでおり、同湾中部付近の浦
うら

内浦
うちうら

から

湾奥の早
はや

浦
うら

に向かう水路において、オガムセノ鼻の南側に狭水道

（以下「オガムセノ鼻南方水道」という。）がある。 

本事故発生場所は、オガムセノ鼻対岸の鼻（以下「本件鼻」と

いう。）の南西岸西方沖である。 

羊角湾内には、多くの養殖いけす
．．．

が設置されている。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：養殖施設設置区域 

図１ 羊角湾の地形及び養殖施設の設置状況（new pec から） 

 

(2) 出航前の状況 

船長は、Ａ社が所有する別の船の専任船長であったが、本事故

発生の約４～５日前の航海から、体調不良となった本船の専任船

長の代わりに急
きゅう

遽
きょ

本船の船長職に従事していた。 

本船は、船長に交代後、航海中、電子海図表示装置に過去の航

跡が全て表示されるようになり、船位を確認しづらくなったの

で、整備会社によって修理が行われた。その整備会社は、船長の

意向を確認しないまま、本船の過去の航跡記録を全て消去した。 

船長は、次の寄港地である羊角湾を航行した経験がなかったの

で、兵庫県東播
はり

磨
ま

港に入港後、本船の電子海図表示装置で羊角湾

の地形、水深等について水路調査を行った。 
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船長は、次の荷役地である羊角湾の奥の天草市河浦
かわうら

町水越
みずこし

地区

に、本船で一度入港したことがあることを本船の専任船長から聞

いていたので、その時の航跡を参考にするつもりで、当時の航跡

を電子海図表示装置に表示させようとしたが、過去の航跡の記録

が全て消去されていて表示させることができなかった。 

船長は、羊角湾の航行経験がある航海士（以下「航海士Ａ」と

いう。）に同湾の状況を確認したところ、沿岸部に養殖いけす
．．．

が多

数設置されていることが分かった。 

船長は、電子海図表示装置上で養殖いけす
．．．

の設置区域（以下

「養殖施設設置区域」という。）を確認したが表示されなかった。

また、船長は、海上保安庁発行の漁具定置箇所一覧図（紙版）を

確認したが、本船には航行の機会の多い瀬戸内海のものしか搭載

されていなかった。 

船長は、その後、養殖施設設置区域等の状況について荷役会社

に確認するなどの情報収集を行わなかった。 

船長は、養殖施設設置区域を把握できていないものの、これま

での経験から、明るい時間に目視で養殖いけす
．．．

のフロートなどに

注意しながら、本船を低速で航行させれば通航できるものと考え

た。 

船長は、水越地区の荷役業務が、令和７年１月２８日の０８時

００分開始予定であったので、明るくなるまで羊角湾の入口で待

機することとした。 

(3) 出航後の経過 

   本船は、船長ほか７人が乗り組み、鉄鋼スラグ約１,８００ｔを

積載し、喫水が船首約３.７ｍ、船尾約５.０ｍの状態で、１月 

２６日１２時４０分頃、水越地区に向けて東播磨港を出航した。  

船長は、出航後、荷役会社担当者から、水越地区で荷役を行う

ほとんどの船舶が、夜間に羊角湾に入り、早浦に錨泊をして待機

しているから本船も同様に運航するように進言されたので、承諾

した。 

この際、船長は、夜間でも、水越地区等に着岸予定の船舶が、

羊角湾を通航するのは、位置表示ブイの灯光（以下「位置表示

灯」という。）を視認でき、また、レーダーで養殖いけす
．．．

の映像を

確認できるからではないかと推測した。 

船長は、それまでも夜間に目視及びレーダーで養殖施設を確認

しながら狭い水道などを航行した経験があったので、夜間でも、

本船を低速で航行させることで、目視とレーダーによって養殖い
．

けす
．．

を確認しながら避けて航行できるものと考えた。 

船長は、２７日２１時０５分頃、長崎県長崎市長崎港西方沖に

おいて、航海士Ａから船橋当直を１人で引き継ぎ、電子海図表示
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装置及び２台のレーダー（以下操舵スタンドに近い方から「１号

レーダー」、「２号レーダー」という。）を作動させ、操舵スタンド

の前に立って手動操舵で操船に当たり、本船を約１０.４ノット

（kn）の速力（対地速力、以下同じ。）で南南東進させた。 

船長は、船橋当直であった航海士Ａが長崎県西彼杵
そ の ぎ

半島西岸沖

の寺島
てらしま

水道及び松島
まつしま

水道を１人で操船してきたので、羊角湾内は

自身が１人で操船することとし、相互に負担が掛からないように

した。 

船長は、羊角湾入口の黒瀬鼻南方沖で本船を左転させて東進さ

せ、主機操縦レバーを前進微速とし、１号レーダーを１Ｍレン

ジ、２号レーダーを２Ｍレンジとした。 

船長は、羊角湾西口の北側に養殖いけす
．．．

のレーダー映像及び位

置表示灯を認めたので、同養殖いけす
．．．

に注意しながら、断続的に

主機操縦レバーを中立にし、本船を減速させながら約６kn の速力

で東進させた。 

その後、船長は、目視とレーダーで養殖いけす
．．．

がないか確認し

ながら、浦内浦に向かって本船を東進させたが、進路上に養殖い
．

けす
．．

のレーダー映像又は位置表示灯などを認めなかった。 

船長は、本船が浦内浦に入り、本船を水路に沿うように南東進

させ、左転してオガムセノ鼻南方水道を北東進させるつもりで操

船を続けた。この時、船長は、電子海図表示装置でオガムセノ鼻

付近に浅所が拡延していたので、なるべく本船を同鼻から離して

左転させようと思った。 

(4) 本事故発生時の経過 

船長は、本船がオガムセノ鼻南方水道の南西方沖に近づいてい

たが、進路上に養殖いけす
．．．

のレーダー映像又は位置表示灯を認め

なかった。 

船長は、探照灯については、船首方などを照らすと周囲が見え

づらくなるので使用していなかったが、養殖いけす
．．．

のレーダー映

像又は位置表示灯を認めたら、確認のために使用しようと考えて

いた。 

船長は、主に目視で船首方を見ながら電子海図表示装置で船位

の確認を行い、左転を開始しようと思っていたところ、右舷船首

方近くに位置表示灯らしい点滅する灯光（以下「本件点滅灯」と

いう。）を視認したので、左舵を取り、避けようとした。 

本船は、２８日００時１４分頃、少し左転したものの、養殖い
．

けす
．．

（以下「本件養殖いけす
．．．

」という。）に衝突した。 

船長は、舵が効かないので船首方を確認しようと電子海図表示

装置を見たところ、陸岸が近かったので、主機操縦レバーを一旦

中立にし、後進をかけようとしたが、本船は、本件鼻南西岸から
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拡延する干出岩に乗り揚げた。 

（図２ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

：養殖施設設置区域（海上保安庁の海洋状況表示システ

ム（海しる）（水産の区画漁業権として表示）の情報から

概略の位置（抜粋）を記載） 

 

図２ 事故発生経過概略図 

 

(5) 本事故発生後の状況 

船長は、全ての作業灯を点灯し、船首方に陸岸があることを確

認した後、乗揚時の振動に気付いて昇橋してきた機関長等に浸水

の有無を確認するよう指示するとともに、自らも機関室の状況を

確認した。 

その後、船長は、周囲に本件養殖いけす
．．．

があるのを視認し、本

船が本件養殖いけす
．．．

に衝突したことを認識した。 

船長は、バラストタンク等も含め浸水がないことが確認された

ので、本船を離礁させようと再度主機操縦レバーを後進とした

事故発生場所 

（令和７年１月２８日  

 ００時１４分頃発生） 

本船が乗り揚げた場所 
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が、干潮時であったので離礁させることができなかった。 

船長は、本事故の発生について、１１８番通報した。 

船長は、右舷船尾方の本件養殖いけす
．．．

の鉄枠及び多数のフロー

ト等を確認した。また、位置表示灯は周囲に確認できなかった。 

本船は、潮位が上がった後、後進して離礁した。 

その他の事項 (1) 船長に関する情報 

   船長は、砂利運搬船等の船長職を約３０年経験していた。   

(2) 漁具の定置箇所に関する情報 

養殖施設等の漁具の定置箇所は、海上保安庁ホームページの海

洋状況表示システム（海しる）に掲載されており、同システムで

確認することができる。漁具定置箇所一覧図（紙版）について

は、令和２年１２月２５日に廃版とされた。 

船長は、上記のことを知らなかった。 

分析  

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

 

  

あり 

なし 

あり 

(1) 水路調査（養殖施設設置区域の確認）の状況 

 船長は、羊角湾を航行した経験がなく、同湾を航行した経験の

ある航海士Ａから、同湾に養殖いけす
．．．

が多数設置されていること

を聞いたものの、次のことから、養殖施設設置区域を確認するこ

とができなかったものと考えられる、 

① 本船に搭載されていた漁具定置区画図が、瀬戸内海のみで、

九州沿岸のものが搭載されていなかった。 

② 船長は、海上保安庁ホームページの海洋状況表示システム

（海しる）などにより、養殖施設設置区域を確認できることを

知らなかった。 

③ 本船の電子海図表示装置に養殖施設設置区域が表示されな 

かった。 

(2) 羊角湾への進入の判断について 

船長は、東播磨港出航前に、養殖いけす
．．．

の場所を確認できな 

かったものの、それまでの航行経験から、明るい時間であれば、

目視で養殖いけす
．．．

のフロート等に注意しながら低速で航行すれば

通航できると考えていたものと考えられる。 

しかし、船長は、次のことから、羊角湾を夜間に航行したもの

と考えられる。 

① 荷役会社担当者から荷役を行うほとんどの船舶が、夜間に羊

角湾に入り、早浦に錨泊をして待機していることから、本船も

同様に運航した方がよいと進言された。 

② ①を進言された際、羊角湾において、夜間、多くの位置表示
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灯が設置されており、同湾を通航する船舶が、位置表示灯を確

認でき、また、レーダーによって養殖いけす
．．．

の映像を確認でき

るものと臆断した。 

③ ②の状況であれば、これまでも夜間に目視及びレーダーで養

殖施設を確認しながら航行した経験があったことから、夜間で

も、本船を低速で航行させることで、目視及びレーダーで養殖

いけす
．．．

を確認しながら避けて航行できると考えた。 

(3) 羊角湾内の操船状況 

船長は、養殖施設設置区域を把握していない中、オガムセノ鼻

付近に拡延していた浅所から本船をなるべく離し、オガムセノ鼻

南方水道に向けて左転させようとしたことから、養殖施設設置区

域に入ったものと考えられる。 

 船長は、次のことが関与し、早期に養殖いけす
．．．

を発見すること

ができなかった可能性があると考えられる。 

① 光量が弱い本件点滅灯１個しか確認されなかった。 

② 養殖いけす
．．．

の鉄枠及びフロート等が水面付近に設置されたも

のであり、レーダーでは近距離にならないと同映像を判別でき

なかったが、本件養殖いけす
．．．

に接近した際、主に目視による見

張りを行いながら電子海図表示装置で船位確認を行っていた。 

③ 羊角湾を航行した経験がなく、事前に養殖いけす
．．．

の場所を把

握していない中、１人で操船していた。特に、同湾を航行した

経験のある航海士Ａに操船の補佐等をさせなかった。 

(4) (1)～(3)から、船長は、事前の水路調査において、羊角湾の養

殖施設設置区域を確認しなかったことから、本船が養殖施設設置

区域に入って本件養殖い
．
けす
．．

に衝突し、その後、本件鼻南西岸か

ら拡延する干出岩に乗り揚げたものと考えられる。 

原因 本事故は、夜間、羊角湾において、本船が南東進中、船長が事前の

水路調査を適切に行わなかったため、本船が養殖施設設置区域に入っ

て本件養殖いけす
．．．

に衝突したものと考えられる。 

再発防止策 Ａ社は、本事故後、所有船舶乗組員に対し、口頭で本事故の概要を

通知するとともに、船長が通航経験のない狭水道を夜間に通航しない

こと及び狭水道通航時は見張りを配置することを徹底させることとし

た。 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、養殖施設等が多い海域を通航する場合に、あらかじめ、

海洋状況表示システム（海しる）を活用しつつ最新情報に基づい

て水路調査を行うこと。 

・船長は、狭い水道を通過する際、見張り員を増やすなど、見張り

の体制を強化すること。 
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・船長は、これまで通航経験がない極端に狭い水道や養殖施設が多

数存在する海域を通航させる場合、目視による監視を確実に行う

ことができるよう、同海域を日中に通過する航海計画を立てるこ

とが望ましい。 

 


